
言と んけく ま てし ＜
＝

L

＝

●



■

b勘

上
ｌ
Ｌ

、
． ぢに

■！

I

I●● 4J
’
1

関､（
｡J

，を；．
､”（〃
4．《

11
ゴ
Ｊ
“
１
０

きょうだいが，

なかよく

ろしていました。

守
宅

■

華
，

慶
建
。

垂
賜

ｉ
ｆ
・

毎
啄
で
卸
、

●
ぬ

し

、
。
Ａ
【
ク
ｊ
〆
り
ず
、
０

Ａ
砥
，
・
簿
奄

驚
・
肯
、

“
響
璃
珍
握
趣
竺

、

0~

０
４
画
』

一一
４
一
一

．
Ｌ

「

ム

、串

画

▽
ヘリ
ノ
リ

唾
幸
一
．

翰
《

Ｐ
》伊

垂

も

一
彦
礼

訂
副
や

ノ
型

;侭ヤイ

)‘ 一電参 『
:ｾﾐ今y

01 v●
●．

〆
〆

1

ａ
Ｎ

Ｏ
タ

ク
｜
』
●
亀
夕

や
“
吋
璽
》
乱
今
い
り
↑
弓
迭

も
凸
、

■
。
、
口

刀
ｊ
９
Ａ
あ
『
。
■

。
！
人
ぎ
。

｜
｜
↑
季
や
．
、
＆

ｂ

Ｌ
Ｐ

褒
琴
．
管
』
↑

０
》
Ｌ

ｏ
ｂ
ｂ

也
兇
一

Ｖ
△
グ
ー
、
一

〆
ジ

忍"
丙

一 白

叙



ろ ●●

F●

ちいさな力 力●
劃

『

リ
Z

色 ⑥
風

諺"

窪
殉

、

：
品

』

h

町1

丑

4

ひ

}



一■

灘
‐

０

〃

８

も

ｐ
■
＆

●

０

口
◆
ｐ

い
‐
り
争
〆
〃

〆

玲
・
諺
‐
“
．
〃瀞

や
ｒ
４
Ｆ童
・

●

０
α
″
Ｉ
４

０

義
、

・
々

‐
‐
、
Ｉ，

。
〃
私

〃ゴ
〃
グ
■／

１
垂

海
津

発

い
、
群
が
り
ヤ

ス

画

／

コロシコロ､ﾝ◎

コロンコロシ、

蕊刈擬U0
a●●
食．、ノ
迅琴

ｆ
聯

“ﾉ

？』

､
楓ア・岬

”梨r『 鋪
●■
■の

藩

今＝ノ

雲
砂‘，､錘 麹

露働
乱

華
直里幻

ｰ

ー



q

J 砂

的 ソ

薄

磯
騒
鋪

F
Q

や 寂
F’

，聖f
各

0《
．』

ぬ

443

●●

q



ミンーソーI＜ｿまし穴。

９
１

口

）

へ
ゆ
ｌ
」

へ

⑨0
、_ノ

八、

今



またあろひ

ちゅうくらいの力， ‘が‘

ユーシ必
q

＝

＆
■も

駒．

扇,きました
▲

AL

電､0

や■す
■

亀 。､4& q

’、，．上竜・楚 ●

●
鼎PO

Jタ

！

芭

一‘鍬I毒・
』‘

､毫解，‘二j01

口1
戸

｡

竃■

■

竃
上
上り令

ウ

タ

己
〃
■

０’
三
華
至
一
一

毎
勺
釘
二
辞
も

凸
一
■
■
色
一
一
二

服』
垂

、6
句

毒
、

&‘Q

１
▲

参
一

『些
垂

■■



。

クク ｇ抄
・零一

勺

Ⅱ

嘗

ク
ニ
ｗ
ｌ且
八

二
。

、
0

華、

P

･ゲ

､蟻套

､|f･･噂可~1
－台●

●

■

F1

'蝋
p

b

■

■

｡



三、
ざ ●

β

感恩津。
E

、

匙
。
〃
厚
，
０
少
悪
且
ｒ

■

色
▲
△
ず

嚢

誤
一〃｜

I鍔
9，

箔

､

込

甸

壷

イ
●

■

卜0 『
》
垂
守
冒
４

、

■

4

〆。凄憲I ●
1'Q

幸

戸卓→■,､---.---一三・厚一一

●。●



テーブルにまし

＞△〈

た。

云噴写
Cf、■

‐鐘



ろ
、

』
団
日
や

牛§
“
』
Ｊ
ｂ
．
Ｆ
試

鴬
・

●
り
り
心
．

○
昼
ゆ
句
一
Ｐ

》
伊
勾
可
甦

■

少
。
》りぎ乱

~へ
ロ

且 &

、
、

９
ウ
■
＆
■

贋
今
鼻
Ａ
４
．

、
。
”

‐
ｄ
Ｌ
』
も
ロ

ジ
、
弓
通

い

電
、
仏
嘩
、
．
・
，
崎
・
錨

ｈ
６
ｈ

，
、
ふ
押
瞬
い
い
！
、
．
管
舎
》

朱
イ
レ が が，

寺言
、

麺

艮紗

J

槌
Hg

藍怠

I

､>と
一

ば 、

、
■
叩

争
旬
Ｑ
、
○
守
“
０

↑
Ｆ
１
千
１
級
、
↓

蕊ト＝も

掌

陸、

クラもきまし
■

4

ヤ。

．,、

､｡~｡、
誼

勉強
r，

｡
“
ノ
３

、匂、 執

郷
巳や

ず
れ
蔀

７

JO

ダ
付










